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 制服検討についてのアンケート結果について（報告） 

 

 

 諸処の候、保護者の皆様におかれましては、春日東中学校、春日南中学校の教育活動に対して日頃よ

りご理解、ご協力を戴いておりますこと深く感謝いたします。 

 さて、先般よりご協力いただきました制服検討についてのアンケート結果がまとまりましたのでご報

告させていただきます。また、これまでの経緯等についての説明が不十分であったことをお詫びすると

ともに、改めて制服を検討する目的や意義について以下のとおりご報告をさせていただきます。ご理解

の程よろしくお願いします。 

 

【制服検討の目的、意義について】 

現在、春日市立２中学校ではそれぞれ独自の制服が採用されています。生徒や保護者 

は自校の制服に愛着を持ち、地域の人たちにも学校のシンボルの一つとして親しまれています。しかし、

一方で下記のような課題もみられます。 

・各中学校の仕様が異なるため公立中学校間で価格差があること。 

・性差のある制服に対する負担がある生徒への配慮など、多様性を認めていく時代に対応 

するデザインへの変更が必要であること。 

これらの現状と課題をふまえ、これからを見据えた標準服のあり方を研究検討する『春日市立２中学

校標準服検討委員会』を組織することとしました。 

検討委員会では上記課題の改善を含む、制服に対する経済的負担の軽減、多様性への配慮、機能性の

向上等について、協議、検討を進めていく中で、特に家庭の経済的負担の軽減を考慮し２中学校統一仕

様のものとすることが望ましいと考え、諸課題にできる限り対応し、春日の未来を担う中学生にふさわ

しい春日市立２中学校標準服を定めていくことといたしました。 

なお、今回の春日東中・春日南中で検討し採用した制服については、今後、春日市内の他の４中学校

での採用を目指すこととし、そのことにより、さらに家庭の経済的負担の軽減並びに機能性の向上を図

っていきます。 

 生徒、保護者のアンケート結果をもとに今後、学校、ＰＴＡ、学校運営協議会等と検討し令和５年４

月からの制服採用を計画しています。保護者アンケートの意見で多数ありました現在の制服の着用につ

いては３年間の制服混同経過措置を取りたいと考えています。令和８年度の制服完全移行を考えていま

すので令和７年度までは、お譲り等での現在の制服着用は可能であることをお知らせしておきます。 

 今後は検討委員会において、「活動しやすい」「体温調節可能」「耐久性」「手入れ」「スカート、ズボン

の選択」「デザイン性」「価格面」等について検討しよりよい制服の導入を目指していきます。 

 

 以下はアンケート結果とまとめを行っています。グラフ等見にくい箇所がありますが、学校のホームペ

ージに掲載しますので参考にされてください。 

 

 

 

 



【アンケート結果について】 

【生徒結果】                  【保護者結果】 

現在の制服について、生徒は「動きにくい」、保護者は「温度調節がしにくい」が一番多い割合で回答

している。生徒は現在の制服について「動きにくい」「温度調節しにくい」「脱ぎにくい」「デザイン

が古い」と感じている生徒が多いことがわかる。また、２７％の保護者も「デザインが古い」と回答し

ている。「ズボンかスカートか選べない」に回答した生徒が１２．８％に対し保護者は７．３％であり、

生徒の方が制服選択を求める考えが多いことがわかる。今後、制服検討に当たっては「デザイン」「動

きやすさ・温度調節等の機能性」を重視した検討を実施すべきである。 

【生徒結果】                  【保護者結果】 
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生徒、保護者共に新しい制服に求めるものとして一番多い考えとして「着やすい・行動しやすい」を挙

げている。二番目に生徒は「ファッション性」、保護者は「耐久性」を挙げている。また、保護者の考

えとして「適正な価格」を求める割合が５３．９％であり、保護者の新しい制服に求めるニーズとして

十分に考慮すべきである。さらに「性別に関係なく着れる」ことを求める考えは保護者よりも多い。 

保護者が考える機能性については、「手入れのしやすさ」「着心地のよさ」「伸縮性」「保温性・防寒

性」等があげられており、保護者の考えに沿った制服採用を十分に考慮すべきである。 

【生徒結果】                  【保護者結果】 

 

【保護者結果】 

【生徒・保護者の記述からの分析とまとめ】 

生徒、保護者の６０％以上がブレザータイプ（上着とズボン、スカートが違う色）を希望している。生

徒、保護者共に同様の考えであることがわかる。 

 

価格面について保護者は以下のように考えている。 

①今と同じ価格帯が望ましいが６０．３％ 

②多少価格が高くなっても機能性を向上したい２２．２％ 

③機能性を落としてでももう少し価格が安い方がいいが１４．２％ 

以上の事からも、価格帯については現状の価格帯を基本として、価格に幅を持たせたほうが保護者のニ

ーズに適合するものと考えられる。 



 生徒・保護者からの記述については、その全てを８月２３日実施の検討委員会で精査しています。今後

の検討の貴重な意見として参考にしていきたいと考えます。 

 

【生徒コメントからの分析】 

生徒の考えを「体温調節・活動面」「耐久性・お手入れ」「防犯面・性的マイノリティ」「制服のデザ

イン等」「体操服・私服支持」「その他」に分類してみた。その結果、「体温調節・活動面」からの要

望が一番多く寄せられていた。特に「通気性」や「活動のしやすさ」を持つ制服を求めていることがわ

かった。また、「制服のデザイン等」への要望が次に多く、特に女子からは上下が分かれたタイプの制

服を求める声が多かった。他にもリボンとネクタイの選択、可愛さ、おしゃれ重視の制服等の要望があ

がっている。一方、制服は不要で体操服や私服の着用を希望する生徒や制服を変更することに反対する

意見（経済面から）も少なくないことも特徴と言える。学校において制服を着用することの意義（経済

性、安全性等の面から）について十分指導する必要がある。 

 

【保護者コメントからの分析】 

保護者からは「価格面」「機能面」「その他」から分類してみた。保護者の意見として価格重視の考え

方が多く、現状か現状より安い価格を望む声が多い。また、制服については現状のままでよいと回答す

る保護者も多く存在した。現状の制服の改善を望む生徒の回答とのずれが見られる。また、機能面から

は保護者目線からの具体的な考えが以下のように多く回答されており十分に参考にすべきである。 

・夏服をもう少し涼しいデザイン ・補正しやすく、動きやすい制服 

・夏場も着用可能な長袖のポロシャツ ・伸縮性 ・ノーアイロンシャツ 

・ストレートではなく、スーツのズボンのようなスッキリしたデザイン 

・カッターシャツのカラー、ネクタイも多種、夏服のベスト着ても着なくても、なんでも自分の好みで

選べる 

・ベストの選択 ・女子はインナーが透けにくい素材 ・名札の刺繍はＮＯ 

(例えば夏のシャツはユニクロのポロシャツとかではなぜだめなのか？) 

・アイロンかけしなくていい素材 ・シャツはポロシャツ 

・女子の下のスカート(ズボン)は汚れが目立たない色や模様 

・シャツはポロシャツ、夏は半ズボンなど着心地の良さを重視 

・トレーナー素材 ・ブラウスをインしなくていいデザイン 

・ボタンが固いので、付けやすいもの 

・ポロシャツの"上着はポロシャツ生地、形状記憶、春日高校のような微妙な  

ブルーも避けてあげてほしい。スカート丈も今ははもうちょっと短く動きやすくしてもいいと思いま

す。靴下は汚れのこともあるので黒。タイツOKへ 

 

 以上、制服検討に関して実施しました生徒、保護者へのアンケート結果について報告します。 

皆様のご意見を大切にしながら検討をおこなっていきます。今後ともご理解、ご協力をよろしくお願いし

ます。ご協力ありがとうございました。 

 


